
黒
部
川
沿
岸
土
地
改
良
区
連
合
は
、

黒
部
川
合
口
用
水
路
の
取
水
設
備
で

あ
る
愛
本
堰
堤
が
、
昭
和
44
年
８
月

の
黒
部
川
大
洪
水
に
よ
り
大
災
害
を

被
っ
た
の
を
契
機
と
し
て
、
昭
和
46

年
６
月
２
日
に
新
堰
堤
並
び
に
黒
東
・

黒
西
両
合
口
用
水
の
維
持
管
理
体
制

を
確
立
す
る
た
め
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
黒
部
川
左
岸
、
入
善
、
朝

日
町
、
四
千
石
用
水
の
４
土
地
改
良

区
が
構
成
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

設
立
当
時
か
ら
災
害
関
連
事
業
に

よ
り
合
口
両
岸
の
沈
砂
池
改
良
や
堰

堤
ゲ
ー
ト
の
補
修
工
事
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
昭
和
初
期
に
建
設
さ

れ
た
両
合
口
用
水
の
抜
本
的
改
修
が

必
要
と
な
り
、
昭
和
59
年
度
よ
り
国

営
黒
部
川
農
業
水
利
事
業
と
北
陸
電

力
と
の
共
同
事
業
と
し
て
、
総
延
長

２
５
，
２
３
５
ｍ
、
総
事
業
費
３
２

８
億
円
を
か
け
、
平
成
５
年
度
に
水

路
の
全
面
改
修
工
事
と
集
中
管
理
施

設
が
完
成
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
県
営
基
幹
水
利
施
設
補

修
事
業
に
よ
り
堰
堤
上
下
流
エ
プ
ロ

ン
の
補
修
、
国
営
造
成
水
利
施
設
保

全
対
策
事
業
に
よ
る
黒
西
隧
道
の
補

修
を
行
い
、
現
在
は
、
基
幹
水
利
施

設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

（
総
事
業
費
10
億
円
）
で
両
沈
砂
池

の
補
修
と
集
中
管
理
施
設
の
更
新
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

愛
本
堰
堤
や
合
口
用
水
は
絶
え
間

な
く
補
修
事
業
が
導
入
さ
れ
、
管
理

体
制
の
構
築
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
農

業
用
水
の
安
定
的
な
確
保
と
地
域
用

水
の
供
給
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
「
堰
堤
と

水
路
は
生
き
物
と
同
じ
で
あ
る
。
」

と
先
輩
か
ら
聞
か
さ
れ
た
言
葉
を
胸

に
刻
み
、
今
後
も
黒
部
川
沿
岸
土
地

改
良
区
連
合
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
事
務
局
長

藤
田

勉
】

地
す
べ
り
対
策
事
業
魚
津
地
区
は
、

地
す
べ
り
指
定
区
域
の
室
田
地
区
及

び
稗
畠
地
区
を
併
せ
た
地
区
で
、
豊

富
な
湧
水
を
利
用
し
た
稲
作
の
盛
ん

な
地
域
で
す
。
近
年
、
当
地
区
で
は

地
下
水
位
の
上
昇
に
よ
る
、
新
た
な

地
滑
り
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
や
、

地
す
べ
り
対
策
施
設
の
老
朽
化
及
び

機
能
低
下
が
見
ら
れ
た
た
め
、
農
地
、

家
屋
等
へ
の
災
害
を
未
然
に
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成
21
年
度

か
ら
対
策
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

主
な
工
事
と
し
て
は
、
地
下
水
位

を
下
げ
る
た
め
の
集
水
井
工
及
び
水

抜
き
ボ
ー
リ
ン
グ
工
、
排
除
し
た
地

下
水
を
適
切
に
地
区
外
へ
排
水
す
る

た
め
の
承
水
路
の
整
備
を
行
っ
て
い

し
ょ
う
す

い

ろ

ま
す
。

【
農
村
整
備
課

水
利
防
災
班
】

こ
の
４
月
に
新
川
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー
所
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
作
井
で
す
。
管
内
の
皆
様
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

農
業
・
農
村
は
、
食
料
生
産
を
通

じ
て
人
の
命
と
暮
ら
し
を
支
え
る
と

と
も
に
、
国
土
・
自
然
環
境
の
保
全

や
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
な
ど
、
極

め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
新
川

管
内
は
、
立
山
連
峰
か
ら
河
川
に
流

れ
出
る
清
ら
か
で
豊
か
な
水
、
ま
た
、

流
域
の
扇
状
地
に
は
、
先
人
が
努
力

と
苦
労
を
重
ね
営
々
と
し
て
築
き
上

げ
た
網
目
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
農

業
用
水
や
、
流
水
客
土
や
土
づ
く
り

等
に
よ
る
肥
沃
な
水
田
に
よ
り
美
し

い
農
村
景
観
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
業
者
の
積
み
重
ね
た
高

い
技
術
に
よ
っ
て
、
高
品
質
な
「
富

山
米
」
を
は
じ
め
、
「
新
川
大
根
」

や
「
入
善
ジ
ャ
ン
ボ
西
瓜
」
、
「
加

積
り
ん
ご
」
、
「
黒
部
名
水
ポ
ー
ク
」

な
ど
ブ
ラ
ン
ド
力
の
高
い
農
産
物
が

生
産
さ
れ
、
新
川
の
農
業
・
農
村
は

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
近
年
、
当
管
内
に

お
い
て
も
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

や
混
住
化
が
進
展
す
る
と
と
も
に
、

中
山
間
地
域
の
過
疎
化
に
伴
う
耕
作

放
棄
地
や
鳥
獣
害
被
害
の
発
生
な
ど
、

様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
、
農
業
の
担
い
手
を
育
成

す
る
た
め
の
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

や
新
規
就
農
者
の
育
成
・
確
保
を
は

じ
め
、
付
加
価
値
の
高
い
農
産
物
の

生
産
や
経
営
の
複
合
化
を
促
進
と
す

る
と
も
に
、
集
落
ぐ
る
み
に
よ
る
地

域
資
源
の
保
全
管
理
活
動
、
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
鳥
獣
害
被
害
対
策

の
促
進
に
よ
る
中
山
間
地
域
の
活
性

化
な
ど
を
、
農
業
者
や
関
係
の
皆
様

と
職
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
積
極

的
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

新
川
地
域
の
世
界
に
誇
る
べ
き
素

晴
ら
し
い
資
源
を
活
か
し
、
人
が
輝

く
、
元
気
な
農
業
・
魅
力
あ
る
農
村

を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に

は
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（１） 新川水土里たより 第１３号 平成２４年７月１２日（木） 新川水土里たより 第１３号 平成２４年７月１２日（木） （４）

事
業
地
区
紹
介

地
す
べ
り
対
策
事
業

魚
津
地
区

日
に
日
に
暑
さ
を
感
じ
る
様
に
な

り
、
夏
の
近
づ
き
を
思
わ
せ
ま
す
。

本
県
に
お
け
る
６
月
の
降
水
量
は

例
年
の
半
分
程
度
と
い
う
こ
と
で
、

水
不
足
を
危
ぶ
む
地
域
が
あ
る
一
方
、

各
地
で
豪
雨
被
害
が
起
き
て
い
ま
す
。

雨
は
農
作
物
に
恵
み
を
も
た
ら
す

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
時
に
猛
威

を
ふ
る
う
場
合
が
あ
る
こ
と
を
心

に
留
め
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
上
島
】

人
が
輝
く
新
川
地
域
の
元
気
な
農
業
・
魅
力
あ
る

農
村
を
め
ざ
し
て

所
長

作
井

英
人

第１3号

土
地
改
良
関
係
団
体
紹
介

黒
部
川
沿
岸
土
地
改
良
区
連
合

集
水
井
施
工
状
況
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愛
本
堰
堤
は
、
黒
部
川
扇
状
地
の

扇
頂
部
に
位
置
し
、
黒
部
川
を
水
源

に
約
７
，
５
０
０
㌶
の
耕
地
を
潤
す

当
セ
ン
タ
ー
管
内
の
主
要
な
農
業
水

利
施
設
の
一
つ
で
す
。
愛
本
堰
堤
が

築
造
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
、
ま
た
設

置
さ
れ
て
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で

の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

黒
部
川
流
域
の
平
野
部
で
は
、
江

戸
時
代
中
期
ご
ろ
に
は
左
岸
６
ヶ
所
、

右
岸
７
ヶ
所
に
お
い
て
農
業
用
水
が

取
水
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
用

水
の
取
り
入
れ
口
の
維
持
に
あ
た
っ

て
は
、
黒
部
川
の
流
路
の
変
動
や
度

重
な
る
洪
水
に
よ
り
、
莫
大
な
費
用

と
労
力
を
要
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
、
各
用
水

の
取
水
口
を
一
つ
に
ま
と
め
る
合
口

化
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
技
術
上
の

問
題
と
莫
大
な
事
業
費
が
障
害
と
な

り
、
一
度
は
立
ち
消
え
に
な
っ
た
も

の
の
、
大
正
時
代
に
入
り
、
水
力
発

電
事
業
を
契
機
に
黒
東
合
口
事
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
愛
本

取
入
口
に
は
ま
だ
取
水
堰
堤
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
正
15
年
に
関

係
24
町
村
長
の
連
名
に
よ
り
、
黒
部

川
分
水
堰
堤
の
県
営
施
工
が
申
請
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
県
営
用
排
水
幹
線
改
良
事
業

は
富
山
県
会
で
可
決
さ
れ
、
昭
和
２

年
に
は
、
地
元
黒
西
合
口
町
村
組
合

の
意
向
を
取
り
入
れ
た
発
電
併
用
事

業
に
変
更
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
堰

堤
工
事
は
昭
和
５
年
に
開
始
さ
れ
、

工
事
期
間
中
、
洪
水
に
見
舞
わ
れ
な

が
ら
も
昭
和
７
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
農
民
の
長
年
の
悲
願

で
あ
っ
た
、
干
ば
つ
被
害
の
防
止
、

公
平
な
用
水
の
配
分
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

愛
本
堰
堤
は
完
成
後
も
た
び
た
び

洪
水
に
遭
遇
し
、
そ
の
都
度
補
強
と

改
築
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
昭
和
44

年
８
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
洪
水
は
、

当
時
の
愛
本
橋
を
流
失
さ
せ
る
ほ
ど

規
模
が
大
き
く
、
愛
本
堰
堤
も
大
き

な
損
傷
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
教

訓
に
黒
部
川
の
計
画
洪
水
量
を
見
直

し
、
昭
和
48
年
、
旧
堰
堤
よ
り
１
３

０
ｍ
上
流
に
新
し
い
堰
堤
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。

新
堰
堤
が
完
成
し
て
か
ら
こ
れ
ま

で
に
い
た
る
間
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

補
修
工
事
や
災
害
復
旧
工
事
が
行
わ

れ
、
現
在
も
左
右
岸
沈
砂
池
の
補
修

と
水
門
の
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
の
更

新
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

愛
本
堰
堤
を
適
切
に
運
用
す
る
た
め

に
、
普
段
の
維
持
管
理
と
あ
わ
せ
、

施
設
の
機
能
を
保
つ
た
め
の
努
力
が

絶
え
間
な
く
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
堰

堤
や
水
路
は
、
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ

た
流
域
の
農
地
を
潤
す
だ
け
で
な
く
、

防
火
・
消
流
雪
、
環
境
保
全
な
ど
地

域
住
民
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
先
人
達
の

苦
労
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
地
域

に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
愛
本
堰
堤

を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
指
導
課

計
画
班
】

平
成
24
年
１
月
か
ら
３
ヶ
月
間
、

東
日
本
大
震
災
の
派
遣
職
員
と
し
て

宮
城
県
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

仕
事
の
内
容
は
被
災
農
地
に
お
け

る
が
れ
き
撤
去
や
除
塩
事
業
の
災
害

査
定
並
び
に
工
事
監
督
で
あ
り
、
私

が
携
わ
っ
た
の
は
名
取
市
の
津
波
の

影
響
が
あ
っ
た
地
域
で
し
た
。

地
震
の
際
に
発
生
し
た
津
波
の
影

響
は
海
岸
線
よ
り
約
４
～
５
ｋ
ｍ
の

範
囲
に
及
ん
で
お
り
、
塩
分
を
多
く

含
み
表
面
が
白
く
な
っ
た
農
地
、
土

砂
の
堆
積
や
表
土
が
流
亡
し
た
農
地
、

水
路
施
設
の
損
壊
な
ど
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

が
れ
き
撤
去
作
業
は
か
な
り
進
ん

で
い
た
の
で
す
が
、
浸
水
し
た
農
地

内
に
沈
み
込
み
目
に
見
え
な
い
小
さ

な
雑
物
が
撤
去
さ
れ
て
な
い
状
況
で

す
。
ま
た
、
所
有
権
の
関
係
か
ら
撤

去
で
き
な
い
小
型
船
舶
が
道
路
脇
の

あ
ち
こ
ち
に
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
小
型
船
舶
は
各
市
町
発
注
工
事
に

よ
り
現
在
撤
去
進
行
中
）

除
塩
は
土
壌
内
の
塩
分
濃
度
を
下

げ
る
た
め
、
湛
水
・
落
水
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
塩
素
イ
オ
ン
濃
度
を
測

定
し
基
準
値
（
田
０
．
１
％
、
畑
０
．

５
％
）
よ
り
下
が
る
ま
で
こ
れ
を
繰

り
返
し
ま
す
。
な
お
、
水
量
確
保
の

た
め
場
所
に
よ
っ
て
は
排
水
路
か
ら

ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
内
陸
側
か
ら
海
岸
に
向
か
っ

て
除
塩
作
業
を
進
め
て
い
る
の
で
す

が
、
除
塩
エ
リ
ア
が
広
大
で
あ
り
今

後
２
～
３
年
は
作
業
が
続
く
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
１
日
も
早
い
復
旧
及
び

営
農
再
開
を
望
み
、
報
告
と
い
た
し

ま
す
。【

農
村
整
備
課

三
枝

洋
文
】

今
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の

６
年
間
で
用
水
路
の
改
修
を
行
い
、

農
業
経
営
の
安
定
化
と
農
業
用
水
の

安
定
供
給
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
若
栗
南
部
地
区
が
着
手
さ
れ
ま
し

た
。当

地
区
は
、
黒
部
川
扇
状
地
の
左

岸
側
・
宮
野
山
の
北
東
部
に
位
置
し

て
お
り
、
地
区
の
北
西
端
に
は
北
陸

新
幹
線
黒
部
駅
が
平
成
26
年
度
の
完

成
を
目
指
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

地
区
内
の
用
水
路
は
、
昭
和
45
年

～
63
年
に
ほ
場
整
備
事
業
に
よ
り
整

備
さ
れ
、
そ
の
後
約
40
年
が
経
過
し

て
お
り
、
水
路
本
体
の
磨
耗
や
破
損
、

目
地
部
分
か
ら
の
漏
水
が
著
し
い
こ

と
か
ら
、
維
持
管
理
に
多
大
な
労
力

を
費
や
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
測
量
設
計
を
行
い
順
次

着
工
し
て
い
く
予
定
で
す
。

【
農
村
整
備
課

農
地
整
備
第
二
班
】

（３） 新川水土里たより 第１３号 平成２４年７月１２日（木） 新川水土里たより 第１３号 平成２４年７月１２日（木） （２）

除塩のための湛水

災
害
派
遣
に
赴
い
て

～
東
日
本
大
震
災
派
遣
報
告
～

排水路からのポンプアップ

愛
本
堰
堤

右
岸
上
流
側
よ
り

土
地
改
良
施
設
紹
介

～
愛
本
堰
堤
の
歴
史
～

昭
和
44
年

濁
流
に
耐
え
る
旧
堰
堤

新
規
地
区
紹
介

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

若
栗
南
部
地
区

若
栗
南
部
地
区
の
眺
望


